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独立行政法人 国立文化財機構

奈良文化財研究所 都城発掘調査部

1鼻平城京左京三条ー坊一坪に対するこれまでの調査

平城）K左）；（げ和坊 4平は、平城官の1EI"］である朱雀門のすぐ南東に位慨する。調柾

間始前は、 Ii]史跡平城｝れ栄雀天賂跡に隣接する緑地公園として整備されていた0 この場

所に国l：交通省が平城官跡展示館を建設する f定で、昨年度から奈良文化財研究所が発

掘調ftをおこなっており、本調在もその開である。

瀾代［ふl)西｝jにあたる朱雀大路との境界付近については 1986~1996年にかけて奈良

市教育委員会によって、北方に位置するごた大路との境界付近につしヽては 1986年に奈

良文化財研究所によって調柾がおこなわれた結果、この/,:);〔：斎条サi一坪は少なくとも

闘：大路に面する西面どご条大路に面する北面には築地塀などの恋厳施設をもたない

ことが判明してしヽる、また 1996、 の仮良rli教育委員会の調作によって、坪を南北に―’

分する東西）珈］の坪内道路の存在が明らかとなっている。

奈良文化財研究所が1li‘年冬におこなった第 478次調在では、調査区の北東側に井戸

屋形を伴う K段而Ij形、 F段六角形の大刑井戸が確品され、井戸の中からは木節や、木

製品、金属製品、 1灌且、 1'［などさまざまな遺物が出l：した。また昨年秋におこなった第

486次調性では、調代［心の北jjに平城宮造営に伴う鉄鍛冶」：房群が広がることを確品し

ている0

2. 検出した遺構

検出したじな追構は掘立柱建物4棟と坪内道路の南・北側溝である，，建物群は遺構0)

直複関係から、いずれも坪内道路より古く、道路とは併存しない。

①坪内道路造営以前の遺構

建物1 ,lKHf:Iべ西部で検出した南北棟の掘立柱建物。本調在脳では桁行8間、喝什2間

分を検出しに東面南’I'，41/IJ分に廂が付く。功↑？内部の甚柱と側柱の交点にあたる位置

からも柱穴が検出され、間仕：切構造をもつ長屈状の建物であったとみられる。調在区西

カの廂のイ［無はイ＜明であるが、南）Jへ続く心 il：間寸法は桁行、梁行ともに約3m[10尺］

怜間で、 1mの出は約2,4n[ 8尺］である。なお廂から約 2m東に、廂にそって幅 50cmO) 

ごく桟い溝を確認したc.lliiの東北隅に合わせるように北端で西に折れることから雨落溝
のIi]能性がある。

建物2 謁牡区の南祁中央で検出した1件i北棟の総柱建物。梁行は3間、桁行は本調査区

では4間分を検出し、さらに，i）馴l'lえ藉i)Jいへ続く可能性がある。柱fll］寸法は桁行約3m[10 



尺］勺『間、梁行約 2.-1m [ 8)文］等間である。

建物3 ，凋壺区の東部で検出した桁行2間、梁行］間の南北棟の掘立柱建物。柱間は桁

行、喝行ともに約3m[10尺］勺『・『ilである。建物4と屯複し、これよりも古し 90

建物4 調府．区の東部で検出した南北棟の掘立柱建物。梁行は］間、桁行は本調壺区で

は4|hl分を検出し、さらに調奔区南｝jへ続く可能性がある。柱間寸法は桁行、梁行とも

に9){［約 2.7m]宵間である,.建物 3と[「i復し、これよりも新しい。

②坪内道路

•坪を南北に：分する東西道路r, 11,i l'＿にIll耕作七および111床上があり、本来の路面は

すでに削平されている¢i闘柾区の北よりで約44mに渡って道路の南・北側溝を検出したり

どちらも秦掘溝で護岸などを施した形跡は認められなし＼側溝は南北ともに輻 0.8~ 

I. 3m、深さ 0.2~0. 3mを測るJ 側溝底面の標，lけは西方が東方より高く、西側から東側へ

排水したものと，7-J-.られる。両側構0)心心Ill]距離は9.5mで、現状での路幅は8.2~9mほ

どである。側溝は北側の鉄緞冶l：厨に由来するとみられる炭混じりの整地屈の上から掘

り込まれており、坪内道路の造悩時期は、少なくとも欽鍛冶l'．）かの操業間始時期よりは

遅れたものとみられる＾

なお依恥Ii教脊委員会が 1996 年におこなった調在によって、この坪内道路の南•北

側溝が朱雀大路の東側溝に接続すること、坪内道路の西端が橋によって朱雀大路と連結

されてしヽたことが明らかとなっている，9

③そのほかの遺構

このほかにも1：坑やl主穴などを確品している。特に建物 3・ 1よりも東側で柱穴をま

とまって確認しているし，建物］ ～4とは東西の柱筋が異なり、調壺区の東方へと1艮間し

ていくものとみられな時期、性格については検討中である。

3. 出土遺物

l：器・瓦などがtに出七している．，坪内道路の南・北側溝から出l：した上器、瓦は、
しヽすユれも奈良時代のものである。また南・北側溝からは木炭や鉄粋、闘羽日としヽった北

側に広がる鉄鍛冶I:）Jふと関連する追物は出 l.：していないウなお本調究区内では、遺物包
含屑を含めて鉄鍛冶間連追物はほとんど出l：していない。

4. まとめ

現時点における本調壺の成果は次の通りである。

①坪内道路の規模

朱雀大路に接続する如Iり）j|1，9]の坪内道路が、東へ少なくとも 60mは延びていたことを

嵐忍した。左）沢条ー坊寸平のI如咽/Jはおおよ・そ 90mであり、坪内道路全体の2/3が明

らかとなったことになるその結果、側溝を流れる排水は朱雀大路東側洲から分岐する

西側から東側へ流れてしヽた可能性が，＼9，iく、平城京内の排水体系の・端をうかがうデータ



が得られた。

また道路の規模は両側溝の心心間距離で 9.5mをはかる。これは隣接する朱雀大路の

約 75mや＇条大路の約： .l7mには遥かに及ばないものの、この小l2と南隣のご坪をわける

坪境小路（：，条条間北小路）の約 7mよりも大きく、 l平内道路としては最大クラスの規

模である（数値はすべて両側溝の心心間距離） 6

道路の造隊時期を知る直接的な手がかりは得られていないが、奈良時代の建物群が追

路のド）viから検出されたことなどから、条坊の成定された遷都時よりは新しいとみられ

なまた道路の廃絶時期については、側溝内から出 l：した遣物からみて奈良時代後半の

間におさ怠る可能性が高し＼

②坪内道路造営以前の建物群の存在

坪内道路が造党される以前には正）j位をとる南北棟建物（建物 I~4)が建ち並んで

しヽたことが明らかとなった。各建物の東西の柱筋は揃っており、同の設計某準によっ

て，汁両的に配置されている,.また、これらの建物群と北側で確認されている鉄鍛冶エ厨

群は、いずれも坪内追路造‘隊以前の遣構であることを確認した＜

他物20)ような総柱他物は今般に翡床の倉IIliと与えられており、 80rrfを超える大き

なものであなまた桁行8間［約24mlを超える長屈状の掘叫主建物（建物 I) も平城

以内では異例の規模である。これらの建物の構造や規模をふまえれば、北側に展開する

鉄鍛冶 I^←｝りなどの現叢部門に対する1f務・狩理部門とみることも可能である（，まだ全容

は明らかではなしヽが、この坪が遷都前後に平城宮・）収造党の拠点であった可能性はます

ます翡まったといえな建物群は南｝jへ続くとみられ、来年度に予定されている本調在

区1-N}jの調在によって、建物群の広がりが明らかになることが期待される。

③坪内道路造営後の左京三条ー坊一坪

今回の調在区からは、坪内道路より確実に祈しい遺構は確認されなかった。この左京

ミ条 4)j4平は、 "1初から朱雀大路との間に辿蔽施設をもたなかった可能性が高しヽが、

坪内道路(I)設置にあたって、約4m(/)幅をもつ朱雀大路東側溝との間に橋が傑橋される

ことによって、この坪への朱雀大路側からのアクセスの利便性は格段に向上したものと

みられる。道路設置後のこの坪の利）l］方法を直ちに明らかにすることは難しいが、平城

）；＼＇内最大クラスの坪内道路や大杓 ’1JI：戸の存在は、朱雀1'り、朱雀大路と一体的空間を形成

していたこの坪の特殊性を端的にぷしている。
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